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概 要 

 

当館のインターネット環境は、NTT の地域 IP 網を経由して SINET に接続している。今回、SINET 地域

IP 網（NTT B フレッツ）を利用した接続サービスが終了したことから、ネットワークの切り替えを行った。本

稿では切り替え作業の内容と、当館のネットワークの状況について報告する。 

 

 

１．はじめに  

当館のインターネッ ト環 境は 、 SINET （ Science 

Information NETwork）を利用して外部に接続している。

SINET とは国立情報学研究所が提供・運用を行う学

術情報ネットワークであり、日本全国の大学、研究機

関等の学術情報基盤として運用されている。 

SINET へは、NTT 西日本の地域 IP 網（B フレッツ）

を経由して接続している。しかし平成 26 年 3 月 31 日

をもって、SINET のＢフレッツを利用した接続サービス

が終了することとなった。 

そこで、NTT コミュニケーションズの広域 LAN 接続

サービス（Arcstar Universal One（UNO 網））を利用し

て SINET に接続することとした。以下に、その作業内

容と、当館のネットワークの現状について報告する。 

 

２．切り替え前の構成  

B フレッツは NTT 西日本の光ファイバーを用いたデ

ータ通信サービスである。PPPoE 接続を採用しており、

当館で所有しているグローバル IP アドレスを利用する

「LAN 型接続」により、SINET がプロバイダになる形で

接続していた。 

当館の電話設備である主配線盤（MDF）は、電気

室内に設置されている。ここから光ファイバーケーブル

を、天井裏を経由して、プラネタリウム準備室まで引き

込んでいる。 

プラネタリウム準備室まで引いた光ファイバーケーブ

ルは、光回線終端装置（ONU）により LAN信号に変換

され、ルータ（YAMAHA RT107e）へ接続する。このル
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ータに、館内すべてのネットワークが接続されている。 

 

３．切り替え工事の内容  

切り替え後は、NTTコミュニケーションズの広域 LAN

接続サービス（UNO 網）経由で SINET に接続すること

とした。広域 LAN 接続サービスは、OSI 参照モデルの

レイヤ 2VPN に対応したものである。 

SINETと UNO網は、大阪データセンターにて接続さ

れている。一方、当館から UNO 網への接続は、NTT

西日本の地域 IP 網（フレッツ光ネクスト）を利用するこ

とにした。 
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図１に示す構成により、科学館と SINET の間でレイ

ヤ 2 レベルでの疎通性が確保される。 

UNO 網への接続には、フレッツ光ネクストを利用し

たことから、新たに同じ経路にて、主配線盤（MDF）か

らプラネタリウム準備室まで光ファイバーを設置した。

設置経路は概略図２の通りで、電気室から天井裏を

通り、研修室向かいのシアター空調機室、プラネタリウ

ム準備室横の空調レターンチャンバー室を経由し、プ

ラネタリウム準備室に到達している。 

 

プラネタ リウム準備室からは光回線終端装置

（ONU）により LAN 信号に変換され、NTT コミュニケー

ションズ設置の専用コンバータ（インターネット VPN ル

ータ Century 製 NXR-125/CX）に接続することで、レ

イヤ 2 サービスが提供される。 

専用コンバータからは LAN配線にて、新たに用意し

たルータ（YAMAHA RTX1200）へ接続する。このルー

タに、館内すべてのネットワークが接続されることにな

る。 

 

 

４．ルータの設定  

今回新たにルータを用意した。これは、広域 LAN接

続サービスを利用した接続を行う場合、 IEEE802.1Q

準拠のタグ VLAN の設定をする必要があるためであ

る。 

接続にあたって、SINET 側からは VLAN-ID、および

SINET 接続用インターフェースに設定するグローバル

IP アドレスが指定される。それに従い、デフォルトの経

路(0.0.0.0/0)を、指定された IP アドレス向けにスタティ

ックで設定する。 

YAMAHA RTX1200 ルータには、イーサネットのイン

ターフェースが LAN1～LAN3 の 3 ポートある。そこで、

LAN1 のポートに館内 LAN の配線、LAN2 のポートに

WAN 側の配線を接続した。 

このルータの設定は、一般的には GUI を使って設

定することができるが、VLAN-ID の設定は GUI を使っ

て行うことはできないので、コマンドラインから入力する

必要がある。具体的には、config ファイルに次のコマン

ドを入力する。 

 

vlan lan2/1 802.1q vid=xxx name=SINET 

ip lan2/1 address yyy.yyy.yyy.yyy/30 

ip route default gateway zzz.zzz.zzz.zzz 

 

この設定により、当館と SINET とが接続される。 

また、不正アクセスを防止するため、ルータにはフィ

ルタの設定をしている。基本的には LAN 側から WAN

側へのアクセスは原則許可、WAN 側から LAN 側への

アクセスは原則禁止としている。 

ただし、LAN 側から WAN 側へのアクセスで、

Windows のファイル／プリンタ共有サービスのためのプ

ロトコルである epmap、NetBIOS over TCP/IP、ダイレク

ト・ホスティング SMBサービスのポートは、セキュリティの

観点から閉じている。 

一方、館内にあるサーバーに、学芸員個人のホー

ムページを設置しており、またメーリングリストの運用も

行っている。このサーバーに関しては、外部からのホー

ムページ閲覧、メール送付ができるよう許可を与えてい

る。 

なおフィルタの設定の際は、WAN 側である LAN2 ポ

ートは VLAN-ID が設定されていることから、以下の要

領でコマンドを入力する必要がある。 

 

ip lan2/1 secure filter in xxxxxx yyyyyy zzzzzz 

ip lan2/1 secure filter out xxxxxx yyyyyy zzzzzz 

 

５．館内の LAN 構成  

５－１．プラネタリウム準備室  

プラネタリウム準備室内の配線は、図 4 に示す通り

である。YAMAHA RTX1200 ルータから、メインの HUB

である光スイッチング HUB GS-2008NW に接続、そこ

からホームページサーバ、館内で使用している共有フ

図３ プラネタリウム準備室に設置した機器  
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図２ 光ファイバー館内配線経路  
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ァイルサーバ、プラネタリウム準備室内の PC 等に配線

している。また、この HUB に接続された光回線が、再

び空調レターンチャンバー室、シアター空調機室を経

由し、事務室まで配線されている。 

５－２．事務室（学芸系統） 

プラネタリウム準備室からの光回線は、事務室に置

かれた光スイッチング HUB GS-2008NW に接続されて

いる。これが学芸メイン Hub となり、主として以下のよう

に分岐している（図５参照）。 

・ 学芸各係向け 

・ サブの HUB である Catalyst2960G に分岐され、１

～４階の EPS、研修室等へ 

・ 1 階多目的室、中央監視盤室  

 

・ 館外に設置されている残席の表示板  

・ 事務系統用ルータ YAMAHA RTX1200 

学芸系統に接続されている各 PC は、事務系統とは

別系統の IP アドレスを設定している。また、BUFFALO 

の無線 LAN WZR-HP-G54 を DHCP サーバーとして

使用しており、各端末に IP アドレスを発行している。 

５－３．事務室（事務系統） 

学芸を除く事務各係へは、事務室内に設置してあ

る YAMAHA RTX1200 ルータを介して、事務用メイン

の HUB に接続されている。事務各係は、このルータの

下で、内部 IP アドレスを設定している。このため、事務

各係の PC と学芸各係の PC は相互に接続できないよ

うになっている。 

なお、事務所にある A3 プリンタ、大型 A1 プリンタ等、

事務各係だけでなく、学芸各係からも共通で使用して

いる機器がある。これらの機器は、事務系統のネットワ

ークに接続し、内部 IP アドレスを設定している。そのた

め、学芸各係からこれらの機器を使用するためには、

IP アドレスの変換が必要になる。これはルータの静的

NAT（ネットワークアドレス変換）の機能により、以下の

ように設定している。 

 

nat descriptor static 1 1 xxx.xxx.xxx.xxx（外側） 

=yyy.yyy.yyy.yyy 1（内側） 

 

この設定により、学芸各係からも A3 プリンター等の事

務係の機器を共通で利用することができる。 

５－４．その他  

館内、および事務所には、上記以外に券売システ

ム、売店管理システムの LAN が敷設されている。これ

は館内のネットワークとは切り離されて、別個に構成さ

れている。ただし、残席表示用の PCにはネットワークイ

ンターフェースカードを２枚挿入して、券売システムと

連動させている。 

 

６．まとめ 

本稿では当館のネットワークについて、現状をまとめ

た。当館のネットワーク環境は、1995 年に初めてインタ

ーネットを導入して以来、種々の変遷を経てきている。

必要に応じて各部署で設定を行っており、全体として

はかなり複雑な状態になっている。 

今後、展示場やプラネタリウムにおいても、ネットワ

ークを活用した普及事業を実施することが考えられる。

その際は全体構成を配慮し、セキュリティ等の問題が

生じないようにすることが重要になる。 
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図５ 事務室ネットワーク構成  
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図４ プラネタリウム準備室ネットワーク構成  
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